
研究課題名

研究機関名

研究責任者

研究期間

研究の意義・目的

研究の方法
(対象期間含む）

①試料・情報の利用
目的及び利用方法
（匿名加工する場合や
他機関へ提供される場
合はその方法含む）

②利用し、又は提供す
る試料・情報の項目

③利用する者の範囲

④試料・情報の管理
について責任を有す
る者の氏名又は名称

問合せ先

当研究に自分の情報利用を停止する場合等のお問合わせ

〒180-8610　東京都武蔵野市境南町1-26-1
武蔵野赤十字病院　武田美穂子
TEL：0422-32-3111（代表）　6812（事務局内線）　FAX：0422-32-3525

〒102-8554　東京都千代田区紀尾井町7-1
上智大学大学院総合人間科学研究科心理学専攻　武田美穂子
TEL：03-3238-3811（心理学専攻事務室）

①要配慮個人情報を含むデータは仮名加工情報に加工して分析し、パス
ワードによって管理されるコンピュータで適正に管理する。
データの解析及び研究の取りまとめは上智大学大学院にて実施する。

②対象とする情報は次の通りである。
・対象者の属性：性別・年齢・学歴、職業の有無等
・診断名
・神経心理学的検査データ：WAIS-IV知能検査、ACE-III日本語版、前頭
葉機能検査（FAB）、知的機能の簡易評価（JART)、ミニメンタルステー
ト検査（MMSE）、検査所要時間等
・質問紙検査データ：バーセルインデックス、手段的日常生活動作尺
度、認知症行動障害尺度、老年期うつ病評価尺度、意欲の指標、Zarit
介護負担尺度日本語版等
・生理学的検査データ：磁気共鳴画像(MRI)、単一光子放射断層撮影
(SPECT)等

③認知症疑い～軽度認知障害疑いの患者を対象とする。

④松田修（研究責任者）

認知症評価における神経心理学的検査の有用性の検討

武蔵野赤十字病院

所属　上智大学総合人間科学部　　　氏名　松田修　

(西暦） 2023年　2月　～　　2025年　3月

本研究では、認知症診断における神経心理学的検査の簡便な実施法につ
いて検討することを目的とする。
簡便な神経心理学的検査を実施することによって検査所要時間が短縮さ
れ、検査に訪れる患者の負担が軽減されるといった意義がある。
さらに、認知症診断のための補助的資料として臨床的に有用性の高い
データを得ることが可能となる。

対象期間：2021年３月～2022年９月

方法：対象期間内に当院神経内科を受診し神経心理学的検査を受検した
患者のデータを分析対象とする。これらのデータについて統計解析ソフ
ト（SPSS、Rなどを使用予定）で量的な検定を行う。


